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2 Ma-7　　戸建て住宅地におけ るコモンズペ ースの緑の管理 によるコミ ュニティ形成

斉 藤 広 子 （明海大）

【目的】戸建て住宅地において共同生活を円滑に行い、美しい街なみやよい住環境をつく

るには居住者のコミュニティ形成が必要である。そこで本研究では戸建て住宅地のコモン

ズペースの樹木や草花などの「緑」の管理を通じて、居住者間のコミュニティが形成され

るのではないのかという仮説をもとに、戸建て住宅地のコモンズペースの緑の管理の実態

とそれを通じて居住者のコミュニテ ィがどのように形成されるのかを明らかにする。

【方法】調査対象は共有空間としてコモンズペースがあり、そこに共有の木があり、それ

をコモンズペースに隣接する住宅の居住者で共同管理をしている戸建て住宅地とする。調

査対象住宅地の居住者を対象に直接訪問配付・留置自記入後、直接回収する方法でアンケ

ート調査を1996年9 ～11月、1997年11 月に実施した。配付数357、回収数345、回収率96.6

％である。あわせて緑の管理の状態を把握するための外部観察調査を実施した。

【結果】①コモンズペースの緑の管理の状態は管理方法や木の本数による違いは明確には

みられない。居住者の近隣つきあいの状態による違いがみられ、近隣と親しくつきあって

いる人が多い場合には良好に管理されていることが多い。②緑の管理・手入れを通じて近

隣つきあいに「変化がない」という人も約２割いるが、緑の管理をする近隣の人をみかけ

たり、挨拶をするといった人は約６割、管理を通じて約２割の人が近隣と「より親しく」

なっている。③緑の管理を通じて近隣とコミュニティが形成されている場合には、コモン

ズペースの緑の管理に今後も積極的に参加していこうという意向が高くなっている。
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目的　　 地域社会におけるコミュニティを形成し居住者による自立的な住環境管理の仕組みづくり

が課題になっている。そこで、居住者の共同利用を促す空間的仕組みとして計画、整備されたコモン

ズペース（以下、コモン）をもつ戸建て住宅地を取り上げ、居住者によるコモンの管理を支える空間

的条件について検討する。

方法　　関西都市圏でコモンをもつ住宅地例を収集し、入居の少ない例、調査を拒否された地区を

除く24地区を対me 、管理組合（ 一部、自治会）と居住者に対するアンケートを実施し、あわせて観

察調査を行った。これらの調査をもとに、対象住宅地から、コモンによる空間構成６タイプと所有形

態３タイプの類型を導き出し分析を行った。

結果　　居住者のコモンに対する自発的な管理を導く空間的条件としてまず、コモンが日常的によ

く利用されていることが前提であり、したがって住戸集合のまとまりがクラスターの形態をもつこと

が有利である。また、コモンの日常的利用に加え、コモンを共有していることによって醸成される愛

着心や共有財産意識が、コモンの自発的管理を高めている。すなわち、コモンのなかでもよく利用さ

れるクラスター内のコモンを共有していることが、居住者のコモンの自発的管理を支える空間的条件

となっている。居住者のコモンに対する自力管理指向は、コモンヘの自発的管理の高さによって高め

られる。
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